
 

 

 

 

 

大学改革この１年 
－広島大学の改革の歩み（平成２９年６月～平成３０年５月の取組）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SPLENDOR PLAN 2017 

（平成 29年 4月） 

◯ミッション（使命と役割） 

新しい平和科学の理念＝「持続可能

な発展を導く科学」を確立し，多様性

をはぐくむ自由で平和な国際社会の

実現 

◯全体コンセプト 

「持続可能な発展を導く科学」を実

践する世界的な教育研究拠点の構築 
 

建学の精神（昭和 25年 11月） 

○ 自由で平和な一つの大学 

 

理念５原則（平成 7年 10月） 

◯ 平和を希求する精神 

◯ 新たなる知の創造 

◯ 豊かな人間性を培う教育 

◯ 地域社会・国際社会との共存 

◯ 絶えざる自己変革 

 

総合戦略室 

平成 30年 6月 作成 

 



◎ 大学の改革に向けての方向性 

☆ 平成３０年度の教育研究組織整備 

  ・現代社会の多様なニーズに応えることのできるデータ分析とシステム開発のスペシャリストを養成する

ことを目的に，広島大学におけるデータサイエンス及びインフォマティクス教育の中核ハブとなる「情

報科学部」を新設【4月】 

  ・国際社会の抱える課題を解決することができる総合的知識と思考力，専門性を合わせ持つ，自主的・自

律的な人材を養成すると共に，広島大学全体のグローバルキャンパス化を牽引することを目的に，「総合

科学部国際共創学科」を新設【4月】 

  ・産業界から要望の強い先端的な要素技術とシステム統合化技術の双方の技術を兼ね備えた人材の養成及

び電気電子・システム情報系の総合的な知見を有する応用力のある人材の養成を目的に，工学部を改組

【4月】 

☆ 平成３１年度の教育研究組織整備 

  ・生物・生命科学系分野の再編について，「統合生命科学研究科（仮称）設立準備委員会（平成 29 年 5

月設置）」において検討を重ね，平成 31年 4月に統合生命科学研究科を新設することを決定し，文部科

学省へ設置計画を提出【4月】 

  ・医歯薬保健学研究科の改組について，「医歯薬保健学研究科将来検討委員会（平成 29年 5月設置）」に

おいて検討を重ね，平成 31年 4月に医系科学研究科を新設することを決定し，文部科学省へ設置計画

を提出【4月】 

☆ 教育研究に関する協定の締結 

・起業家教育の強化に向け，メキシコ国立自治大学と大学間交流協定を締結【8月】 

・教育，文化，研究などの諸活動の共同実施や，若手研究者の相互派遣，学生の交換留学など幅広く交 

 流することを目的とし，ハーバード大学と大学間交流協定を締結【11月】 

・研究者や学生の幅広い分野での交流や協働につなげるため，カリフォルニア大学バークレー校と大学

間交流協定を締結【11月】 

・教育研究の一層の進展を目指し，早稲田大学と大学間交流に関する包括協定を締結【1月】 

 

 

◎ 教育に関する取組 

☆ 全学部必修科目「大学教育入門」の一環として，スポーツ，芸術，科学，ビジネスなど各界で活躍されて

いるリーダーによる講演「世界に羽ばたく。教養の力」を開講【4月～5月】 

☆ 「日本生物学オリンピック２０１７本選（広島大会）」を本学総合科学部等で開催【8月】 

☆ 「先端技術を社会実装するイノベーション人材養成のための国際リンゲージ型学位プログラム」が文部 

科学省「大学の世界展開力強化事業～ロシア，インド等との大学間交流形成支援～タイプＡ：交流推進プロ

グラム（インド）」に採択【9月】 

☆ 国際協力研究科で，独立行政法人国際協力機構のプログラムにより，シリア難民を受入れ【10月】 

☆ 中国・長春大学特殊教育学院から障害のある研修生を受入れ【10月，5月】 

☆ 各界リーダーとの対談集「自分にしかできないことはなんだろう『世界に羽ばたく教養の力』より」を出

版【11月】 

☆ 文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援事業（トップ型）」の中間評価において「Ａ」評価を獲得

【2月】 

☆ バングラデシュの貧困軽減に貢献し，ノーベル平和賞を受賞（2006 年）した，ムハマド・ユヌス博士に

よる公開講演会を開催【3月】 

☆ ノーベル生理学・医学賞を受賞（2016 年）した大隅良典博士による，情報科学部・総合科学部国際共創

学科設置記念講演会に高校生を招待し開催【5月】 



◎ 研究に関する取組 

☆ 医学，薬学，工学，基礎生物学などの基礎研究分野と臨床の橋渡しを担う「トランスレーショナルリサー

チセンター」を設置【4月】 

☆ 関連研究教育機関や行政機関，民間企業等と連携し，ダイバーシティ研究活動の実現を目指す本学の取組

が，文部科学省「科学技術人材育成補助事業『ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）』」に

採択【7月】 

☆ 文部科学省「研究大学強化促進事業」の中間評価において「Ａ」評価を獲得【11月】 

☆ 学術および科学技術の振興に資することを目的に，理化学研究所と連携・協力の推進に関する基本協定を

締結，イノベーションプラザに「理化学研究所広島大学共同研究拠点」を設置【3月】 

☆ 工学研究科に外部機関研究所「広島大学コベルコ建機夢源力共創研究所」を開設【4月】



◎ 病院に関する取組 

☆ 人工知能（ＡＩ）を用いた医療・健康データ解析と生活・健康指導システムの研究開発が国立研究開発法

人日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）の公募事業に採択【7月】 

☆ 抗がん剤耐性がん細胞・がん幹細胞を死滅させる核酸医薬の研究開発が国立研究開発法人日本医療研究開

発機構（ＡＭＥＤ）の公募事業に採択【7月】 

☆ 経カテーテル大動脈弁移植術に関する記者説明会と手術の様子を公開【12月】 

☆ 肝炎の早期発見・早期治療を促進するため「肝疾患相談室」を強化【4月】 

☆ 診療棟が，地域社会に貢献する公共性の高い建築物だとして，公共建築優秀賞を受賞【4月】 

 

 

◎ 管理運営に関する取組 

☆ 昨年に続き「アジアで最もイノベーティブな大学ランキングＴＯＰ７５」において，国内１０位（アジア

全体では２９位）にランクイン【6月】 

☆ 中国・四国地方における死因究明学教育・研究の拠点化を目指し，医歯薬保健学研究科に死因究明教育研

究センターを設置【6月】 

☆ 広島大学を身近に感じるツールとして，オフィシャルグッズ「日用品シリーズ」を販売開始【7月】 

☆ 広報活動に学生の力を活用するため学生広報ディレクター制度を創設【10月】 

☆ 在学生，教職員，同窓生，市民の方々と交流する事業「第１１回ホームカミングデー」を開催【11月】 

☆ 広島大学×カープコラボグッズを制作・販売開始【11月】 

☆ ホームページにて広島大学の新しいプロモーションビデオを公開【11月】 

☆ 大学間交流や産学官連携のさらなる拡大に向け日墨学長会議を開催【11月】 

☆ 広島大学創設 75周年に向け，未来を拓く新基金「広島大学が躍動し広島の地を活性化させる基金」を設

立【11月】 

☆ 新たな学長補佐体制として，学長特任補佐を設置【2月】 

☆ 平和に関する研究・教育の機能強化に向け，平和科学研究センターを「平和センター」に名称変更【4月】 

 

 

 


